
開催地名 京都府京丹後市 

開催日時 令和５年７月 27 日（木） 19：00 ～ 20：30 

開催場所 京丹後市峰山総合福祉センター コミュニティホール 

語り部 柳迫 長三 （広島県広島市） 

参加者 地区役員、自主防災組織役員、地域住民 129 名（オンライン参加者含む） 

開催経緯 本市では、ここ数年では大きな災害がなく、防災に対する意識が地区により、温度差

がある状態であることが課題となっている。 

また、本市は高齢化率が非常に高く、地域でどのような体制づくりをすれば、全員を

取り残さない避難行動がとれるかという点が課題となっている 

内容 （１） 広島で発生した自然災害について 

広島は山が多く、山の上や山を切り開いて宅地、山の麓に住宅が密集しているという

地域特性がある。地質的にも大量に雨が降ると土砂崩れが起きやすくなっているため、

多くの人が度々災害により亡くなっている状況が起きている。定期的な大型豪雨により、

土砂災害や豪雨災害で有名になってしまった程である。生きているうちに助けるために、

倒壊しうる家屋は立ち退き避難、そして土石流の流下方向から離れれば被害は軽微とな

る。 西日本豪雨災害では、豪雨による土砂崩れと川の増水による洪水災害が重なり、

大きな被害を受けた。よく家の２階に避難するという話を耳にするが、災害弱者である

高齢者は自力で動けない人も多く、２階にあがれず、水没して亡くなってしまった高齢

者が多かった。 

 

(２) 防災の課題と対応策について 

いざというときに地域で一体となって連携をするために、地域の自主防災組織をしっ

かりと機能させる必要がある。当番だから仕方なくという意識の低い人や高齢者だけの

集まりにせずに、若い人を参加させるために小学校の子供会や PTA を活用し、防災会の

会員の立候補者を募ることや、地域の回覧板で防災ボランティアを募集したりし、やる

気のある若い人を少人数からでも集めることがとても大切である。 

小学校高学年での総合学習(40 時間)を受け持ち、地域パトロールや避難所の開設の手

伝い等をしてもらい、中学生や高校生で防災士の資格をとってくれる人もいた。 

予算については不足してくるが、基本的には行政をあてにはせずに助成金で賄ってい

る。助成を受けやすくするために防災会を法人格にして一般社団法人を立ち上げた。助

成により 400～500 万円相当が割り当てられ、避難所の道具もその予算で揃えることがで

きた。大学教授にアドバイスをもらい、避難者の健康管理をスマートウォッチで電子化

することや、受付にパソコンやセンサーを置いて防犯対策も進めている。 

災害時は歩いて避難するよりも車を使って避難する人が多いことから、車両避難所の

設営も必要である。普段はキャンプ場として利用している広い公園を、いざというとき

に車両避難所として役立てることにしている。 



 

 

（３）地域ぐるみの防災 

防災は地域住民が主体となって活動していくことが重要であるため、顔が見える関係

性作りを意識することが大切だ。わがまち防災マップやタイムラインの作成のほかに、

要支援者避難支援のシートを各世帯に配布し、個人情報にも留意しながら個別計画をた

てている。 

大人だけで防災活動をするのではなく世代を超えた防災教育を意識づけている。小学

生の総合授業や中学生の課外授業などで、意識づけをすることで、子供から家庭へ防災

意識を起こすことを狙いとしている。鯉こいキャラバンやキッズ防災士の育成に力を入

れ、防災コンクールや防災甲子園などで表彰をすることで、自分の頭で考え主体性をも

ち、将来を見据えて地域に貢献できる人を育む活動を行っている。 

大人の防災教育をすすめるためにも、また、防災会議の日程も勝手に決めずにアンケ

ートで回答をしてもらい、都合を合わせるようにして参加率をあげ、役員が主導になる

ように気を付けている。 

 

（４）まとめ 

防災は地域づくりの核となっており、関係性づくりをして組織を作らなければならな

い。そして組織の中で女性の登用は大切である。 

また防災情報の配信にについて LINE のようなシステムや、災害時に救援者を呼べるシ

ステムを構築中である。 

被災で一番大事なのは、関連死を防ぐことなので、避難所の設備や備品・鍵の管理、

避難者の体調管理・防犯対策までを体制化して避難生活を辛いものにしないようにして

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開催地より 子どもの防災意識が高まれば、家族、そして地域へと伝播していくというお話がとても

印象に残りました。本市の防災訓練では、大人のみで訓練をするという地区が多く、子

どもも参加しやすい取り組みを推進していく必要があると感じた。 


